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「出生前診断」の問題点について

札幌市内の妊婦を対象にした意識と態度に関する調査
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目的　近年実施件数が増加している出生前診断に対する妊婦の意識と態度について調査し，社会

医学的な問題点を明らかにする。

方法　札幌市内の7つの病院の産婦人科に通院中の妊婦を対象に質問紙留置法でアンケートを回

収した。

成績　回収数は499（回収率は71％）であった。その結果，出生前診断を受けたいと考えている

人が6割いた。出生前診断で異常が認められた場合，約4割の人が人工妊娠中絶を考える

が，社会保障が充実され，将来の働き口が確保され，社会での差別偏見がなくなれば，中絶

を考え直せると考えている人が多かった。宗教別に見た場合，キリスト教信者は出生前診断

を受けることに対する抵抗が強く出生前診断を受けて異常と診断された場合でも出産を希望

する割合が高かった。

結論　妊婦に関心の高い出生前診断，着床前診断における生殖技術，倫理的問題への対処はもち

ろんのこと，社会保障の充実，障害者と共に生きていくという社会概念を認識することが大

切である。
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